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概　　　況

　　　景気の現状判断ＤＩは５０．５となり、前月と比べ２．３ポイント
　　低下した。また、景気の先行き判断ＤＩは５０．５となり、前月と比べ
　　３．９ポイント低下した。

　　○家計動向関連では、前月に比べ４．４ポイント低下した。
　　○企業動向関連では、前月に比べ１．７ポイント低下した。
　　○雇用関連では、前月に比べ３．３ポイント上昇した。

　（意見の主な内容）
　　○台風・地震等、自然災害による旅行予約の取消があり、売上が減少
　　　した。（旅行代理店）
　　○原料費高騰や災害による輸送遅延などの影響はあるものの、総じて
　　　受注は順調に推移している。（プラスチック製造業）

　　○家計動向関連では、前月に比べ４．４ポイント低下した。
　　○企業動向関連は前月に比べ６．４ポイント低下した。
　　○雇用関連は、前月に比べ３．７ポイント上昇した。

　（意見の主な内容）
　　○先行予約は堅調であり、現在の状況が継続すればいいが、台風等の
　　　大きな災害が心配である。（旅館）
　　○顧客の状況から売上は順調に推移する予定である。（繊維製造業）

　■景気の現状判断ＤＩ

　■景気の先行き判断ＤＩ

（前月比　▲２．３）
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ふくい街角景気速報

41.5 

44.0

59.4

52.7

52.8
56.1

45.5 44.444.8

51.4
50.5

42.8
45.6

54.254.2

37.8

50.5

52.4 
56.5

47.5 

54.3

47.8

39.4 

52.7

41.6

49.4

44.5

47.8

46.7
47.5

44.4

50.6
54.1 50.5

0.0

50.0

H25

1月 3月 5月 7月 9月 11月

H26

1月 3月 5月 7月 9月 11月

H27

1月 3月 5月 7月 9月 11月

H28

1月 3月 5月 7月 9月 11月

H29

1月 3月 5月 7月 9月 11月

H30年

1月 3月 5月 7月 9月

ふくい街角景気速報 判断ＤＩの推移

現状判断ＤＩ

先行き判断ＤＩ

先行きＤＩ

現状ＤＩ

70.0



１．調査の目的

　　県内景気の動向や各業種の状況をより迅速に把握し、景気判断の基礎資料とする。

２．調査の実施概要

　（１）調査の範囲

　　県内を福井地区、坂井地区、奥越地区、丹南地区、嶺南地区の５地区に分け、各地区で働く
　さまざまな業種の方、１００名を調査客体とする。

地域別・分野別の客体数

福井
坂井 坂井市、あわら市
奥越 大野市、勝山市
丹南 鯖江市、越前市とその周辺部
嶺南 敦賀市、小浜市とその周辺部

計

　（２）調査事項

　　①　３か月前と比べた景気の現状判断とその理由
　　②　２～３か月後の景気の先行き判断とその理由

　（３）調査期日等

　　毎月中旬～下旬に調査実施し、月末～翌月初旬に公表。

３．ＤＩ値の算出方法

　　５段階の判断にそれぞれ以下の点数を与え、これらに各判断の構成比（％）を乗じて、
　ＤＩ値を算出する。

評価

点数

４．ＤＩ値について

　　ＤＩ値が５０の場合は横ばいを示し、０に近づくほど悪化傾向、１００に近づくほど好転傾向で
　あることを示す。
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１．景気の現状判断ＤＩ

○県全体の現状判断ＤＩ

年
月
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２．景気の先行き判断ＤＩ

○県全体の先行き判断ＤＩ
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　３．判断理由

　　（１）景気の現状判断の理由

現状 分野 地区 業種 理由

①良くなっている
家計
動向 福井 ビジネスホテル 福井国体開催による特需がある。

企業
動向 嶺南 運輸

原子力発電所での売上が増加している。また、火力発電所での作業も増加してい
る。

②やや良くなっている
家計
動向 福井 小売店 猛暑が収まり、客足が戻り始めている。

嶺南 スーパー 国体もあり、売上は上向きである。

嶺南 旅館
福井国体の開催はもちろん、原子力発電所再稼働や新幹線関連工事のビジネス客
の宿泊があり、良い状況で推移している。

企業
動向 福井 繊維 受注が少しアップしてきている。

丹南 電気機械 積層コンデンサの市場好調による受注増加のため。

福井 化学・プラスチック
原料費高騰や災害による輸送遅延等の影響はあるものの、総じて受注は順調に推
移している。

嶺南 コンクリート製品 原子力発電所や北陸新幹線工事により、生コンクリートの需要が拡大している。

福井 不動産
消費税増税の話題が取り上げられるようになり、顧客も意識が高まっているよう
である。

雇用
福井 学校就職担当者 企業側から「高校生を採用したい」という意欲があり、求人件数も増えている。

嶺南 学校就職担当者 中小企業からの追加募集の案内が、３か月前より若干多く見受けられる。

③変わらない
家計
動向 嶺南 商店街

お祭り、国体関係の消費はあるが、近隣に大型スーパーが新規オープンしている
ため、客足が遠のいている。

福井
百貨店、ショッピン
グセンター

婦人服は７月後半に開催したクリアランスが売上増加に寄与したが、後半は猛暑
の影響を受け、初秋物は大苦戦した。

奥越 土産品等販売店 観光客の入込数が増加していないため。

坂井 旅館 本年は福井国体のため９月〜１０月にかけ宿泊者が増えている。

企業
動向 奥越 繊維

季節要因があるものの、受注の増加により売上増になっているが、原材料費の高
騰により直接利益の増加にはならない。

丹南 眼鏡 前期と比べ、売上げや受注は横ばいである。

福井 一般機械 受注は継続して良好である。

④やや悪くなっている
家計
動向 坂井 小売店 集客力のある地元農産物の減少により、客数、売上とも下がっている。

丹南 小売店 猛暑・台風の影響により、客数が減少している。

福井 旅行代理店 台風・地震等、自然災害による旅行予約の取消があり売上げが減少した。

福井 旅行代理店 台風、地震などの災害の発生による旅行のキャンセルがあった。

企業
動向 福井 眼鏡 関西、北海道の災害の影響が大きい。

嶺南 食品
直接的な被害は少ないが、台風、地震など天災が多く景気が良くなる要素がな
い。横ばい、もしくは下向き感が強い。

福井
石油関連製品
販売

上旬の台風の影響と週末の雨、更に原油高騰のため石油製品は4年ぶりの最高値と
なっている。



　　（２）景気の先行き判断の理由

現状 分野 地区 業種 理由

①良くなる
企業
動向 福井 一般機械 当社の客先である建設機械業界は、今後も引き続き好調である見通しである。

②やや良くなる
家計
動向 嶺南 大型小売店 暖房機シーズンに入るほか年末商戦が始まるため。

奥越 土産品等販売店 秋の行楽シーズンや国体に向け、観光客の増加に期待する。

坂井 観光物産店 国体中は良くなると思われるが、終わった後はやや良くなる程度ではないか。

福井 旅行代理店 自然災害による影響が落ち着けば、多少改善の見込みである。

企業
動向 福井 繊維 繊維市場に少し動きがみられる。

福井 化学・プラスチック 今後の受注状況も概ね順調に推移することを予想している。

丹南 鉄鋼 受注が増加している。

嶺南 食品
小浜底曳き漁も１０月から始まり、魚の種類、量が増えることを期待している。
また行楽シーズンとなるため、観光客が増える予想である。

嶺南 コンクリート製品
原子力発電所、北陸新幹線工事の生コンクリート需要に加え、地元公共工事が増
える見込みである。

③変わらない
家計
動向 奥越

百貨店、ショッピン
グセンター

世界経済の動きからすれば米中貿易摩擦問題は一時的なものだから、長期的には
景気は良くなると考える。

丹南 スーパー 現状はやや良くなっているが、近隣店のオープンがあり落ち込みが予想される。

福井 自動車販売・整備 消費刺激材料も見当たらないため。

嶺南 旅館
先行予約は堅調であり現状の状況が継続すればいいが、台風等の大きな災害が心
配である。

企業
動向 坂井 繊維 顧客の状況から売上は順調に推移する予定である。

奥越 電気機械 受注量は変わらない見込みである。

福井 IT関連 受注見通しにより判断。

雇用
丹南 労働相談員

景気は上向きだが、中小企業から大手への人手の流動が、中小企業の業績に影響
をあたえないか心配である。

④やや悪くなる
家計
動向 坂井 小売店 冬に入り観光客の減少が予想される。

福井
百貨店、ショッピン
グセンター

災害・天候の影響から心理的な冷え込みが影響してくる。

丹南
百貨店、ショッピン
グセンター

災害等による影響が出てくると思われるから。

奥越
百貨店、ショッピン
グセンター

競合店との競争激化が予想されるため。

坂井 スーパー
米国と中国の貿易摩擦による景気への懸念。来年の消費税の増税等の影響によ
る。

福井 ビジネスホテル 国体終了後の売上減少を懸念している。

企業
動向 丹南 繊維

国際情勢の変動による為替動向、また、原材料、電気料金、運賃などの価格上昇
による影響がありそう。

福井
石油関連製品
販売

年末に向けて原油は更に高くなる予想。また、国体での県外客の利用が少ない。

丹南 食料品製造業 運賃・送料・材料費の値上げの影響を受け始めている。

福井 金融機関 国体需要の喪失による一服感が見られそうである。



４．参　考

（１）調査対象の構成

人数
家計動向関連 51

商店街、小売店
商店街関係者 5
小売店経営者・従業員 7

百貨店、ＳＣ等
店長・売場主任 10

スーパー
店長・従業員 6

家電販売店
経営者・店長・従業員 2

コンビニエンスストア
店長 2

ドライブイン等
経営者・スタッフ 3

飲食関連
レストラン等経営者・店長・スタッフ 2
居酒屋等経営者・店長・スタッフ 2

その他サービス関連
サービス業経営者・従業員 4

観光関係
旅館関係者 2
ビジネスホテル関係者 2
観光・レジャー施設関係者 1
旅行代理店経営者・従業員等 2
タクシー運転手 1

企業動向関連 36
製造業経営者・従業員

繊維工業 4
眼鏡工業 3
一般機械工業 3
電気機械工業 3
化学・プラスチック工業 3
鉄鋼業 2
伝統工芸 2
商社 2
食料品製造業 2
その他製造関連 2

非製造業経営者・従業員
ＩＴ関連 2
金融機関 2
建設・不動産 3
運輸 3

雇用関連 13
自治体労働政策担当課 2
労働相談員 2
学校就職担当者 4
ジョブカフェ担当者 2
人材派遣会社 1
就職情報誌編集者 2

100計

調査対象

５



４．参　考

（２）調査票

　

　

　　　　④やや悪くなっている　　⑤悪くなっている

　将来の景気についての質問です。今後２～３か月先のあなたの身の回りの景気は、

今月より良くなると思いますか、悪くなると思いますか。

【質問２】

　質問１でそのように回答した理由を教えてください。

　　自由回答

　あなたの日々の仕事や仕事を通じて接するお客様の様子から分かる、
あなたの身の回りの景気の状況についてご回答ください。

（企業・団体名および記入者氏名）

【質問１】

　景気が上向きか下向きか、どちらの方向に向かっているかの質問です。

　今月のあなたの身の回りの景気は、３か月前と比べて良くなっていると思いますか、

悪くなっていると思いますか。

　次の５つの中から、お選びください。

　　　　①良くなっている　　②やや良くなっている　　③変わらない

　次の５つの中から、お選びください。

①良くなる　　②やや良くなる　　③変わらない　　④やや悪くなる　　⑤悪くなる

　質問３でそのように回答した理由を教えてください。

　　自由回答

【質問４】

【質問３】

６



　　本書の内容についての質問は、下記にお問い合わせください。

福井市大手３丁目17－1

福井県産業労働部産業政策課経済戦略推進グループ

　TEL　０７７６－２０－０３６４　（ダイヤルイン）

　　　　　　　


